
● 那賀町ホームページ http://www.town.tokushima-naka.lg.jp/

● 那賀町携帯サイト http://mobile.town.tokushima-naka.lg.jp/

那賀町ホームページには携帯サイトもあります
携帯電話でも那賀町のお知らせや行事・連絡先や道路災害情報
など主な情報を見ることができますので、ぜひご活用ください。

2013.7
No.90

＊まちのようす＊
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男　　性　　　　 人
女　　性　　　　 人
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（平成 25 年 5 月末現在）

今月の主な内容
・第一回那賀町特定地域再生協議会開催 …… P.2
・夏のイベント紹介…………………… P.23 ～ 25

夏に向かって
延野（相生地区）

9,705
4,606
5,099
4,085
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　平成25年春の叙勲で、竹
内一雅氏が瑞宝単光章を受
章されました。
　郵政業務に従事され、そ
の 功 績 が 認 め ら れ て の 受
章、心よりお慶び申し上げ
ます。

平成25年
春の叙勲

『瑞宝単光章』受章

平成25年度徳島県表彰受賞

竹内  一雅 氏 
（那賀町小仁宇）

　今回の受賞は、吹筒花火を伝承し、伝統文
化の保存振興並びに地域の活性化に大きく貢
献された事が評価されたものです。
　今後の更なる活動が期待されます。おめで
とうございます。

　建設分野での功績が認められ、広
瀬芳弘氏が表彰されました。おめで
とうございます。

NPO法人 那賀町吹筒煙火保存会
（団体表彰）

株式会社広瀬組 代表取締役
広瀬 芳弘 氏
（那賀町土佐）

　

５
月
21
日
、
林
業
を
核
と
し
た
那
賀
町
再
生
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
特
定
地
域
再
生
協
議
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
町
内
の
豊
富
な
森
林
資
源
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
拡
大
や
安
定
し

た
雇
用
を
確
保
し
、
地
域
再
生
の
実
現
に
向
け
て
、
地

域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
や
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
政
府
の
「
日
本
再
生
の
た
め
の
戦
略
に
向

け
て
」
で
示
さ
れ
た
地
域
再
生
を
実
現
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
、
内
閣
府
の
「
特
定
地
域
再
生
計
画
策
定
事

業
」
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

協
議
会
は
、
年
内
に
５
回
程
度
会
合
を
開
く
予
定

で
、
林
業･

木
材
関
連
産
業
を
は
じ
め
、
農
業
、
観

光
、
建
設
業
等
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
と
協
議
を
し
ま

す
。
ま
た
、
新
産
業
と
し
て
進
め
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

関
連
事
業
と
併
せ
た
新
た
な
産
業
の
集
積
基
地
で
あ
る

「
ハ
ブ
型
・
新
林
産
業
パ
ー
ク
那
賀
（
仮
称
）
」
を
吉

野
地
区
に
整
備
し
、
過
疎
・
高
齢
化
す
る
地
域
の
再
生

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
・
・

那
賀
町
特
定
地
域
再
生
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
し
た

第1回特定地域再生協議会の様子

平成 22 年度
（実績値）

平成 26 年度
（目標値）

平成 32 年度
（目標値）

木材生産量 5万㎥ 11万㎥ 20万㎥

林業雇用者数 139人 180人 250人

◆ 那賀町林業マスタープラン重点目標
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林業事業体

林業会社

森林組合

木材産業

観　　光

農　　業

建設業

その他産業

6次産業化と地域交流拠点

県内最大の木材の集積、流通拠点

企業、県民の森づくり活動拠点

自然体験型観光、農業連携、防災拠点

森林を核とした町づくり　「ハブ型・新林産業パーク那賀」
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百歳、おめでとうございます

●大正２年５月１８日生まれ
　古本さんは古い手紙を読むのが好きで、今でも年賀状は自分で書いて
います。在宅で過ごされており、家族や親類に祝福されたいへん喜ばれ
ていました。
　これからもお元気で長生きしてください。

●大正２年５月２０日生まれ
　森上さんは３年前から小松島市内の病院に入院していますが、おしゃ
べりが大好きで毎日、看護師さんとの会話を楽しみにしています。若い
頃は手先が器用で編み物をよくしていたそうです。
　これからもお元気で長生きしてください。

●大正２年５月２０日
　長谷さんは現在、町内の特別養護老人ホームに入所しています。これ
までに２度もがんの大手術を克服され、１００歳を迎えられました。
お誕生日の20日、親族や施設の皆さんに祝福され、穏やかな優しい笑顔
でお応えになっていました。
　これからもお元気で長生きして下さい。

●大正２年５月３１日
　曽根さんは長男夫婦と自宅で過ごされています。
　趣味は、俳句を詠んだり、歌を歌うことだそうです。毎週月曜日と金
曜日にきとうゆずディサービスセンターに通うのを楽しみにしていま
す。長寿の秘訣は良く食べ、よく眠ることだそうです。「お嫁さんが
作ってくれるご飯がおいしい」とおっしゃっていました。これからもお
元気で長生きして下さい。

古本　久子 さん　牛輪（相生地区）

森上　ツヤノ さん　内山（相生地区）

長谷　ンメヲ さん　海川（上那賀地区）

曽根　トモオ さん　木頭南宇（木頭地区）

夏季の節電・省エネルギー対策について ～四国経済産業局からのお願い～

　今夏、四国電力管内では、安定供給に最低限必要とされる予備率３％以上を確保できる見通しですが、大
規模な発電所のトラブルが発生した場合、安定供給が出来ない可能性が懸念されていますので、７月１日か
ら９月30日までの平日（８月13日～15日を除く）、９：00～20：00までの間、節電※へのご協力をお願い
します。
※数値目標は設定しておりません。節電をお願いする期間・時間帯において、無理のない範囲での節電をお願いします。

◎家庭・オフィスで「家庭の省エネ徹底
ガイド」を活用し、より一層の省エネ
を実践しましょう!! http://www.enecho.meti.go.jp/policy/saveenergy/data/kateiguide.pdf

家庭の省エネ徹底ガイド
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　投票は住民の権利であると同時に、社会人として果たすべき大切な義務でもあります。
　私たちにとって住み良い社会、有権者の意志が十分反映されたよりよい社会の実現のため、来る７月21日には、
棄権することなく必ず投票しましょう。

　選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、公示の翌日から選挙前日まで次の場所で期日前投票ができます。

　県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなどの施設に入院・入所している人は、従来どおりその施設で
も不在者投票をすることができます。事前に病院・施設等にお申し出ください。

第23回参議院議員通常選挙

投票日時　７月21日（日）午前7時～午後8時まで（一部閉鎖時刻繰上あり）

期日前投票

不在者投票

投　票　区　名 投票所の設置場所 投　票　時　間
那賀町中山 中山公民館

午前7時～午後8時那賀町和食 鷲敷中央公民館
那賀町小仁宇 上小仁宇会館
那賀町阿井 阿井公民館
那賀町相生第一 農林家等活動促進施設（もみじ川ふれあい館）

午前7時～午後７時
那賀町相生第二 平野体育館
那賀町相生第三 相生老人福祉センターロビー
那賀町相生第四 相生雄公民館
那賀町相生第五 保健センター２階会議室
那賀町相生第六 日野谷西公民館
那賀町小浜 開発センター

午前7時～午後6時

那賀町拝宮 分館拝宮公民館
那賀町深森 分館深森公民館
那賀町平谷 上那賀デイサービスセンター
那賀町市宇 市宇公民館
那賀町海川 海川集会所（旧海川小学校）
那賀町木沢第一 木沢総合防災センター
那賀町木沢第二 名古ノ瀬公民館
那賀町冬口 助老人憩の家
那賀町出原 出原集会施設
那賀町和無田 木頭中央公民館
那賀町北川 北川体育館

期日前投票所名 投票のできる方 投　票　時　間
那賀町役場 旧鷲敷町に住所を有する方のみ 午前８時30分～午後８時
相生庁舎 旧相生町に住所を有する方のみ 午前８時30分～午後8時
上那賀支所 旧上那賀町に住所を有する方のみ 午前８時30分～午後７時
木沢支所 旧木沢村に住所を有する方のみ 午前８時30分～午後７時
木頭支所 旧木頭村に住所を有する方のみ 午前８時30分～午後７時

問い合わせ先　那賀町役場総務課内　那賀町選挙管理委員会　電話 62−1121

※投票のできる期間は、公示日の翌日からです。
投票に際し、「投票所入場券」をご持参下さい。

那賀町選挙管理委員会・明るい選挙推進協議会
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那賀町選挙管理委員会からのお知らせ

■ 那賀町選挙管理委員が決まりました ■ ■インターネット選挙運動が解禁 ■

　平成25年5月で任期満了を迎える町選挙管理委
員会委員及び同補充員に、平成25年3月町議会定
例会で次の8人が選出されました。
　また、5月に行われた選挙管理委員会において、
委員長に竹岡幸男委員、委員長の職務代理者に中
窪繁夫委員が選任されました。

だれでも、ウェブサイト等を利用する方法により、
選挙運動を行うことができるようになりました。

ホーム
ページ

SNS
（Facebook、Twitter 等）ブログ

利用の際は発信者の連絡先等を
表示する義務があります。

ただし、電子メールを利用する方法は
候補者・政党等に限られています。
（メールの転送も制限されます。）

誹謗中傷・なりますまし等悪質な
情報を発信すると処罰されます。注意

職　名 氏　　　名 住　所

委　員

竹岡　幸男 木頭助
玉田九州子 延野
中窪　繁夫 白石
中谷　俊彦 和食郷

補充員

青木　紀男 阿井
田村　文一 木頭
村田　　衞 拝宮
福井美惠子 木頭和無田

■那賀町議会議員一般選挙の日程が決まりました■
　平成25年10月に任期満了を迎える那賀町議会議員の選挙の投票日が、６月に行われた選挙管理委員
会において、平成25年10月27日（日）に決定しました。

上那賀病院からのお知らせ
　上那賀病院が不在者投票を行うことができる施設に指定されました。
　病院・施設等での不在者投票については下記の通りです。

対象となる投票 病院、施設等において行う投票 

投票期間 選挙期日の公示日又は告示日の翌日から選挙期日の前日まで
※郵便を使っての投票になりますので、お早めに不在者投票を行ってください。 

投票を行うことができる者 都道府県の選挙管理委員会が指定した病院、老人ホーム、身体障害者更正援護
施設など法令で定められた施設に入院・入所中の者。	

投票場所 入院・入所している指定病院、指定老人ホーム、身体障害者更正援護施設等

投票の方法 

1.不在者投票管理者（病院長など）に不在者投票を行う旨を申し出てください。
2.不在者投票管理者が那賀町選挙管理委員会に対し、投票用紙等を請求します。
3.投票用紙、不在者投票用封筒（内封筒、外封筒）が不在者投票管理者に送付されま

す。
4.不在者投票管理者の指示に従って、不在者投票を行ってください。
5.不在者投票管理者が、那賀町選挙管理委員会へ投票用紙を送付します。
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那賀町職員採用試験案内平成25年度

試　験　日
申込受付期間

平成25年９月22日（日）
平成25年７月22日(月)～平成25年８月５日(月)

１．試験区分、採用予定人員及び職務の内容
（1）申込みできる「試験区分」は、一つに限ります。
（2）申込み後は、「試験区分」の変更はできません。

２．受験資格　※採用予定人員は変更になる場合があります。

試　験　区　分 採用予定人員 職　　務　　の　　内　　容

一 般 事 務 高 等 学 校
卒 業 程 度 3 名 程 度 那賀町の各部署において、一般行政事務に従

事します。

保 育 士 短 期 大 学
卒 業 程 度 1 名 程 度 那賀町の保育園等において、専門の業務に従

事します。

薬 剤 師 高 等 学 校
卒 業 程 度 1 名 程 度 那賀町の関係部署において、薬剤師の業務に

従事します。

看 護 師 短 期 大 学
卒 業 程 度 2 名 程 度 那賀町の関係部署において、看護師の業務に

従事します。

試　験　区　分 職　　務　　の　　内　　容
一 般 事 務 高等学校卒業程度 昭和52年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者。
保 育 士 短期大学卒業程度 昭和52年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格を有する者又は平成26年３月３１日までに当該資格を取得する見込みの者。 
薬 剤 師 高等学校卒業程度 昭和52年４月２日以降に生まれた者で、薬剤師の資格を有する者又は平成26年３月３１日までに当該資格を取得する見込みの者。 
看 護 師 短期大学卒業程度 昭和52年４月２日以降に生まれた者で、看護師士の資格を有する者又は平成26年３月３１日までに当該資格を取得する見込みの者。 

★次のいずれかに該当する者は、受験できません。
（1）日本の国籍を有しない者。
（2）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
（3）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその執行を受けることがなくなるまでの者。
（4）那賀町において懲戒免職の処分を受けた者。
（5）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その
　　  他の団体を結成し、又はこれに加入した者。
３．試験の日時及び試験場

区　分 日　　　時 職　　務　　の　　内　　容

第１次 試 験
平成25年９月22日（日）

（1）開場時間　午前9時から
（2）試験時間 　午前１０時から

徳島文理大学9号館 人間生活学部棟（徳島市山城町西浜傍示180）
試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
なお、付近に駐車場はありませんので、交通機関を利用してください。

４．試験の方法及び内容 （1）第１次試験は、次のとおり行います。※薬剤師は教養試験のみ行います。
　試験種目 日　　　時 職　　務　　の　　内　　容

教 養 試 験
（全職種）

午前10時00分から
午後０時00分まで

公務員として必要な一般知識及び知能について択一式による筆記試験を行いま
す。　

専 門 試 験
（保育士）

午後１時00分から
午後２時30分まで

それぞれの専門的知識及び能力について択一式による筆記試験を行います。出題
分野は次のとおり社会福祉、児童家庭福祉(社会的養護を含む。)、保育の心理学、
保育原理、保育内容、子どもの保健(精神保健を含む。)

適 正 検 査
（看護師）

午後１時00分から
午後１時50分まで 看護師としての適応性を資質、能力及び対人関係の面からみます。

５．受験手続き及び申込受付期間
（1）申 込 用 紙

（2）受験申込先
（3）受 付 期 間

（4）提 出 書 類
　★職員採用試験についてのお問い合せは、役場総務課（TEL62-1121）までお願いします。

一級建築士などの
有資格者は大歓迎

申込用紙は、那賀町役場に請求してください。郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員試験請求（試験
区分○○○○）」と朱書し、あて先明記の120円切手を貼った返信用封筒を必ず同封してください。
那賀町役場総務課宛
ア．平成25年７月22日（月）から平成25年８月５日（月）までの執務日（月曜日から金曜日）の午前８

時30分から午後５時まで受付します。
イ．郵便による申込の場合は、封筒の表に「試験申込（試験区分○○○○）」と朱書し、必ず「書留郵便」にして

ください。この場合は、受験申込書の郵便はがきに宛先を記入し、50円切手を必ず貼ってください。
　平成25年８月５日までの消印のあるものに限り受付します。
受付期間経過後の申込は、一切受付いたしませんので十分注意してください。
職員採用試験申込書１部（所定の申込用紙を使用すること。）
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重度心身障害者等医療受給者証の更新について

平成25年度  自衛官採用試験案内
募集種目 資格 受付期間 試験日 待遇

航 空 学 生 高卒(見込含)21歳未満の者 8月1日～9月6日
1次：9月21日
2次：10月12～17日
3次：11月9日～12月12日

入隊後6年で3等海・空尉

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満の者 8月1日～9月6日
１次：9月16・17日
2次：10月5～11日
※いずれか1日を指定

入隊後2年9ヶ月経過以降
選考により3等陸・海・空曹

男 子

18歳以上27歳未満の者

第1回目8月中旬〆切
第2回目9月上旬〆切

第1回目　8月下旬
第2回目　9月中旬

所要の教育を経て、3ヶ月
後に2等陸・海・空士に任
用　陸上(技術系除く)は1
年9ヶ月、海上・航空は2年
9ヶ月を1任期として任用
(以降2年を1任期)

女 子 8月1日～9月6日 9月22日～26日
※いずれか１日を指定

推 薦
高卒(見込含)21歳未満
の、成績優秀かつ、生徒会
活動に顕著な実績を納め、
学校長が推薦出来る者

9月5日～9月9日 9月28・29日

修学年限4年卒業後1年で
3等陸・海・空尉

総合選抜

高卒(見込含)21歳未満の者

9月5日～9月9日 1次：9月28日
2次：11月2・3日

一 般
( 前 期 ) 9月5日～9月30日 1次：11月9・10日

2次：12月10～14日

一 般
( 後 期 )

26年1月22日～
1月31日

1次：26年3月1日
2次：26年3月13日

防 衛 医 科 大 学
校 医 学 科 学 生 高卒（見込含）2１歳未満の者 9月5日～9月30日 １次：11月2・3日

2次：12月18～20日
修学年限6年医師免許取
得後2等陸・海・空尉

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生 高卒（見込含）21歳未満の者 9月5日～9月30日 1次：10月19日

2次：11月30日・12月1日
修学年限4年国家試験合
格後3等陸・海・空尉

推 薦
男子で中卒(見込含)17歳
未満の、成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる者

11月1日～
12月6日

26年1月11～13日
※いずれか1日を指定 修学年限3年卒業後は陸

士長

一 般 男子で中卒(見込含)17歳未満の者 11月1日～
26年1月10日

1次：26年1月18日
2次：26年2月１～４日

自

衛

官

候

補

生

防

衛

大

学

校

学

生

高
等
工
科
学
校

生

徒

【お問い合わせ先】　自衛隊阿南地域事務所　℡（０８８４）２２－６９８１

　現在交付している重度心身障害者等医療受給者証の有効期限は７月31日までとなっております。８月１日
以降は新しい証となりますので、対象者の方は７月16日（火）以降に更新手続きを行ってください。

健康福祉課からのお知らせです
健康福祉課
62－1141

○申請期間

○申請場所
○提出書類等

平成25年７月16日（火）～７月31日（水）まで
（８月１日以降、医療機関にかかる前に必ず更新してください。）
 健康福祉課又は各支所
・重度心身障害者等医療費受給者認定（更新）申請書
・受給者の健康保険証
・身体障害者手帳又は療育手帳（重複障害の方は両方）
・印鑑（申請書に押印）
・受給者、配偶者及び受給者の扶養義務者の所得・扶養 証明書
（平成25年１月１日に那賀町に住民登録がない場合のみ提出必要。）
・その他、必要に応じて書類を提出していただく場合があります。
・現在お持ちの受給者証等は、有効期間が過ぎた後、役場にお返しください。
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８月は 保険証の定期更新月 です
　現在，後期高齢者医療制度に加入されている方には，有効期限が「平成25年７月31日」となっているオレンジ色の「後期高齢者
医療被保険者証」を，１人に１枚お渡ししています。
　７月中に健康福祉課から，有効期限 平成26年７月31日と記載された新しい被保険者証（むらさき色）をお届けし
ます。									       
　平成25年８月１日から平成26年７月31日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は，平成24年中の所得に基づき，改めて判定
します。
　８月１日以降は，古い被保険者証は使えませんので，受診の際は有効期限を確認し，お間違えのないようご注意く
ださい。									      

後期高齢者医療被保険者証

有効期限平成26年７月31日

※ご確認ください！
新しい被保険者証の有効期限は

平成26年７月31日
   になっています。

◆ 一部負担金の割合の判定方法について
１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満
３割負担となる方

世帯構成 被保険者が１人の場合 被保険者が２人以上の場合
住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額 383万円未満は１割（要申請） 520万円未満は１割（要申請）
383万円以上は３割（※） 520万円以上は３割

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合，その方 と々の総収入の合計額が520万円未満の場合は１割（要申請）

徳島県後期高齢者医療広域連合では，現在処方されている新薬をジェネリック医薬品に切り換えた場合に，自己
負担額がどれくらい軽減できるのか，その一例をお知らせする通知を平成２５年９月に送付いたします。対象者は，
今年５月に医療機関で新薬を処方され，ジェネリック医薬品に切り換えた場合に自己負担額が大きく軽減される方
となります。

ジェネリック医薬品とは，新薬の特許が切れた後に，同じ有効成分を使って作られ，新薬と同等の効果，効能を厚
生労働省から承認されている医薬品です。

なお，すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りませんので，試してみたいとお考えの方は，医師や薬剤
師にご相談ください。

お問い合わせ　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　電話 088－677－3666

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します
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臓器提供の意思表示にご協力ください
　新しい被保険者証(有効期限平成２６年７月３１日)の裏面に，臓器提供意思表示欄が設けられています。
　これは，臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは，病気や事故により臓器が機能しなくなった方
に他の方の健康な臓器を移植し，機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また，意思表示欄記入後も意思の変更ができます。
　臓器提供についてよく考え，家族と話し合い，意思表示欄の記入にご協力ください。
　なお，意思表示欄への記入は任意であり，義務付けるものではありません。		

平成25年度の保険料の決定通知書を８月初旬にお送りします。
　平成25年度の保険料が，年金から差引かれている方は，４月分から８月分までは，仮徴収としてお支払いいただく
こととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後，年額保険料とお支払方法のお知らをお送りします。
　また，年金からの差引きではなく，納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても，市町村
から年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。

　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は，有効期限が「平成25年７月31日」となってい
ます。
　平成24年度の認定証をお持ちの方で平成25年度住民税非課税世帯の方には，７月末までにお住まいの市町村から「後
期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けいたします。更新申請書の提出は必要ありません。
　認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12か月で90日を超える入院」をされた方は，お住まいの市
町村担当窓口に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

◆ 後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

※ 臓器提供意思表示欄記入後に，「個人情報保護シール」をはり付けることにより，記入内容を他の人に知られないようにすることができま
す。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力ください」に付いています。

※ 記入する場合は，ボールペン等の消えないペンを使用してください。

　本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。また，家族署名欄には，この意思表示欄の記入を知ってい
る家族が，その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です。）。

本人署名・家族署名について

自分の意思に合う番号を選択
　自分の意思に合う番号を１から３までの中からひと
つ選んで○をしてください。

提供したくない臓器の選択
　１又は２を選んだ方で，提供したくない臓器があれ
ば，その臓器に×をつけてください。なお，提供できる
臓器は以下のとおりです。
脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球

特記欄への記載について
　１又は２を選んだ方で，皮膚，心臓弁，血管，骨など
の組織も提供してもいい方は，「すべて」あるいは「皮
膚」「心臓弁」「血管」「骨」などと記入できます。
　親族に優先して臓器提供をしたい方は，「親族優
先」と記入できます。

注意事項
　保険医療機関等において診療を受けようとするときには，
必ずこの証をその窓口で渡してください。

備　　考

※以下の欄に記入することにより，臓器提供に関する意
思を表示することができます。記入する場合は，1か
ら３までのいずれかの番号を○で囲んでください。

１　私は，脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも，移
植の為に臓器を提供します。

２　私は，心臓が停止した死後に限り，移植の為に臓器を提
供します。

３　私は，臓器を提供しません。《１又は２を選んだ方で，
提供をしたくない臓器があれ

       ば ，×をつけてください。》
【心臓 ・ 肺 ・ 肝臓 ・ 腎臓 ・ 膵臓 ・ 小腸 ・ 眼球】
〔特記欄:                                                          〕
　署名年月日：           年          月          日
　本人署名（自筆）：
　家族署名（自筆）：
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町営住宅の入居者を募集いたします

》申込み方法
１．申　　　込　○役場本庁・支所で申込用紙を受け取り必
要事項を記載し添付書類と共に募集期間内に提出をお願いし
ます。
２．添付書類　①入居者全員の住民票謄本
②入居者全員の直近の所得額の分かる書類（所得証明書又は
直近の源泉徴収票の写し等）

》連絡事項及び入居資格等
◆申込者多数の場合は入居有資格者により抽選となります。
◆申込後も入居までに諸条件を満たすことが必要となりま
す。詳しくは最寄りの支所へお問い合わせください。
◆他の地区にも空き住宅がございます。詳しくは各地区申込
先へお問い合わせください。
◆募集終了後も長期空き家住戸につきましては、引き続き先
着順で受付をいたします。

》町営住宅共通入居資格
◆各住宅の種類ごとに定める住宅条例の入居基準に該当する

者であって、概ね次に掲げる資格を有する者。

◆現に同居し、又は同居しようとする親族(婚姻の届出をしな
いが事実上婚姻関係と同様の事情にある者その他婚姻の
予約者を含む。)があること。

◆但し単身入居可能の住宅及び各住宅の種類ごとに定める基
準等に該当する場合を除く。

◆町内に住所を有する者又は現に町内に住所を有していない
が入居決定後直ちに那賀町の住民となる者。

◆町税及び公共料金の滞納が無い方。

》公営住宅入居資格
入居者全員の月額所得（諸控除後）が158,000円以下

の方。（裁量世帯の方については、214,000円以下であるこ
と。）

》若者住宅入居資格
那賀町営定住促進住宅及び若者住宅条例に定める基準に

該当する者であって、入居者の年齢が18歳以上40歳未満の
既婚者であること。

申込期間　平成25年７月８日(月)～平成25年７月22日(月)

》募集団地
◆ 新北地団地【鷲敷地区】

公営住宅(所得基準有)

◆ 蜂の巣団地【木沢地区】
公営住宅(所得基準有)

◆ 谷内若者住宅団地【相生地区】
若者住宅

◆ 上田団地【木沢地区】
公営住宅(所得基準有)

◆ 海川団地【上那賀地区】
単独住宅

◆ 名古ノ瀬団地【木沢地区】
定住促進住宅

和食郷字北地１３１番地１
準耐火構造２階建／昭和63年建築
所得により変動／敷金：3ヶ月分
共益費有り　H25=1,600円
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

坂州字高山平７番地１
耐火構造／平成17年改築
所得により変動／敷金：3ヶ月分
共益費有り　1,000円
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

谷内字下傍示77番地
木造平屋建／平成4年建築
12,000円／敷金：36,000円	
団地内管理費有り
電気温水器・CATV・谷内住宅水
道・合併処理槽

木頭字上田61番地
木造2階建／平成5年建築
所得により変動／敷金：3ヶ月分
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

海川字ナカトヲリ65番地1
準耐火構造／平成７年建築
18,500円／敷金：55,500円
ガス給湯器・CATV・簡易水道・汲
み取り槽

掛盤字与沢回り１番地6
耐火構造／平成16年建築
35,000円／敷金：105,000円	
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

床面積
72.10㎡

間取り
３DK

空き戸数
１戸

床面積
72.61㎡

間取り
３DK

空き戸数
１戸

床面積
51.40㎡

間取り
２DK

空き戸数
１戸

床面積
74.90㎡

間取り
３DK

空き戸数
2戸

床面積
54.00㎡

間取り
２DK

空き戸数
１戸

床面積
63.51㎡

間取り
２ＬDK

空き戸数
１戸

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
共 益 費
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
共 益 費
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
共 益 費
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
設 備 等

：
：
：
：
：

：
：
：
：
：

：
：
：
：
：

：
：
：
：

：
：
：
：

：
：
：
：
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◆ 向エ団地【木沢地区】
公営住宅(所得基準有)

◆ 苻殿若者住宅団地【木沢地区】
若者住宅

坂州字向エ163番地1
木造２階建／昭和62年建築
所得により変動／敷金 3ヶ月分
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

掛盤字苻殿38番地
木造２階建／平成3年建築
18,000円	／敷金：54,000円
ガス給湯器・CATV・簡易水道・合
併処理槽

床面積
74.20㎡

間取り
３DK

空き戸数
１戸

床面積
77.20㎡

間取り
３DK

空き戸数
１戸

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
設 備 等

所 在 地
構 造 等
住宅使用料等
設 備 等

：
：
：
：

：
：
：
：

申込先及び問い合わせ先
○住民課(鷲敷地区)62-1194
○建設課(相生地区) 62-1167
○上那賀支所  66-0111
○木沢支所  65-2111
○木頭支所  68-2311

保健センターだより
定期予防接種のお知らせ

　平成25年４月１日に予防接種法が改正され、
今まで任意接種だったＨｉｂ感染症と小児の肺炎
球菌感染症と子宮頸がん予防ワクチンが定期予
防接種になりました。

予防接種の種類（ワクチン名） 対　　　　　象　　　　　者
Hib感染症（ヒブワクチン） 生後２カ月～５歳に至るまでの間にある方

小児の肺炎球菌感染症
（プレベナー） 生後２カ月～５歳に至るまでの間にある方

４種混合〔ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ〕（DPT－IPV） 生後３カ月～７歳６カ月に至るまでの間にある方

３種混合〔ジフテリア・百日咳・
破傷風〕（DPT） 生後３カ月～７歳６カ月に至るまでの間にある方

ポリオ（ポリオワクチン） 生後３カ月～７歳６カ月に至るまでの間にある方

BCG〔結核〕（BCGワクチン） 生後１歳に至るまでの間にある方

MR〔麻しん・風しん〕
（麻しん風疹混合ワクチン）

第１期：生後１２カ月～生後２４カ月に至るまでの間にある方
第２期：平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれの方（年長児に相当）

日本脳炎
（日本脳炎ワクチン）

第１期：生後６カ月～７歳６カ月に至るまでの間にある方
第２期：９歳以上の方
特例対象者：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方は１期、２期ともに20
歳まで接種できます。

２種混合〔ジフテリア・破傷風〕
（DT） 平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれの方（小学６年生に相当）

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ（中学１年生に相当）の女性の方
平成９年４月２日～平成12年４月１日生まれ（中学校２年生～高校１年生に相
当）の女性の方は経過措置として平成25年度も接種できます。

【問い合わせ先】
相生保健センター
℡62-3892　IP050-8805-8801

※ ４種混合、ポリオ、３種混合予防接種については、
［４種混合］か［３種混合＋ポリオ］のどちらかでの
　 接種となります。

◎転入された方や予診票をなくされた方
は、再交付しますので、保健センターへ
ご連絡ください。

※子宮頸がん予防ワクチンは平成25年6月14日に
厚生労働省から『予防接種を積極的にはお勧め
しない』こととなりました。接種にあたっては、
有効性とリスクを理解した上で、かかりつけ医
にご相談の上で受けて下さい。
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■ 対象となる方
　20歳前の障害による障害基礎年金、障害福祉年金から切り替わった障害基礎年金、母子・準母子福祉年金
から切り替わった遺族基礎年金を受けている方です。

■ 現況届について
　「現況届」は、引き続き年金を受ける権利があるかどうかを確認するための大切な届です。７月初旬に年
金事務所から現況届が送られてきますので、同封の説明書をよくお読みのうえ必要事項を記入し、役場住民
課又は各支所窓口へ　７月末までに提出してください。

※障害状態が引き続き障害等級に該当するか確認を必要とする方は、診断書の用紙を一緒にお送りしていま
す。医　師の診断を受けていただき、現況届（障害の状態によってはレントゲンフィルム・心電図）と一
緒に提出してください。

※加算対象者のいる方については、加算額を引き続き受けるために、生計維持関係の証明をしていただく必
要があります。

※平成25年１月２日以降に他市町村から転入された方は、平成25年１月１日現在、住民票がある市町村で
平成24年分の所得に関する証明の交付を受け、添付してください。

※他の公的年金・恩給などを受けている人は、同封されている「支給停止額変更届」を記入のうえ、直近の
「年金額改定通知書」の写を添えて提出してください。また、新たに他の公的年金を受けられるように
なった方は、「支給停止事由該当届」をご提出ください。

こくねん情報です　　【住民課】　TEL　62-1194

障害基礎年金等を受給されている方へ

　　７月は現況届の提出月です ねんりんたろうくん

国民年金保険料免除等の申請について
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付す
ることが困難な場合には、申請により保険料
の納付が免除・猶予となる「保険料免除制
度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」
があります。

　平成25年度の免除等の受付は平成25年７
月１日から開始され、平成25年７月から平
成26年６月までの期間を対象として審査し
ます。また、申請は原則として毎年度必要で
す。
　ただし、平成25年７月に申請する場合は、
平成24年７月から平成25年６月分までの期
間（前一年間分）についても申請することが
できます。７月に前一年間分の免除等も申請
される場合は、申請書を２枚提出されますよ
うお願いします。

手続きは…
　申請書の提出先は、住民登録をしている市町村役場の国
民年金担当窓口です。
　印鑑と年金手帳をお持ちの上、役場住民課又は各支所窓
口へお越しください。
（申請書類は年金事務所にもありますが、手続きは役場で
行って下さい。）

　保険料の免除や猶予を受けず保険料
が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡
といった不慮の事態が発生すると、障害
基礎年金・遺族基礎年金が受けられな
い場合があります。

？なぜ申請が必要なの？
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ま
ず
は
自
己
紹
介

 

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
木
頭
北
川
区
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
辻
井
稔
喜
で
す
。

41
年
間
、
神
奈
川
県
で
生
ま
れ
育
ち
初
め

て
の
県
外
生
活
で
す
。
妻
一
人
、
娘
一
人
、

釣
り
と
天
文
が
趣
味
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

那
賀
町
の

印
象
は
？

木
頭
北
川
地
区
は

子
ど
も
を
育
て
る
の

に
よ
い
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
地
域
の
方
々
が
子

ど
も
達
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
、
季
節
の

食
材
を
分
け
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
ま
す
。

私
も
子
ど
も
達
と
と

も
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
や
お
茶
摘
み
、
梅
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
に
つ
い
て

協
力
隊
で
は
「
都
市
交
流
推
進
担
当
」

で
主
に
「
結
遊
館
」
と
い
う
山
村
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
施
設
の
支
援
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
関
連
し
て
、「
山
里
ス
テ
イ
」

と
い
う
移
住
希
望
者
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
こ
の
「
山

里
ス
テ
イ
」
の
招
待
を
受
け
る
立
場
で
し

た
が
、
今
年
招
待
す
る
立
場
と
な
り
、
そ

の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
遊
館
の
館
長
も
同
じ
時
に
「
山
里
ス
テ

イ
」
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
、

結
束
を
深
め
て
移
住

交
流
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

結
遊
館
や
山
里

ス
テ
イ
の
運
営
は

小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
た
め
地
域

住
民
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
写

真
は
結
遊
館
の
近
所

に
す
む
方
か
ら
声
が

か
か
り
、
留
学
生
と

一
緒
に
お
昼
ご
飯
を

い
た
だ
き
に
伺
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
か

き
ま
ぜ
や
い
な
り
寿
司
な
ど
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
豪
華
で
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
現
在
は
二
人
の
留
学
生
で

す
が
、
来
年
度
は
留
学
生
が
多
く
な
る
よ

う
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
自
己
紹
介

こ
の
四
月
か
ら
那
賀
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
木
頭
で
活
動
し
て
い
る
細
貝

旬
で
す
。
群
馬
県
出
身
、
山
と
動
物
を
愛

す
る
二
十
三
歳
独
身
で
す
。
大
学
生
だ
っ

た
昨
年
の
夏
一
か
月
を
木
頭
で
過
ご
し
、

那
賀
に
は
ま
っ
て
移
住
を
考
え
、
仕
事
を

探
し
て
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。
経
験

の
浅
い
若
造
で
す
が
那
賀

の
皆
さ
ん
と
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
け
た
ら
、
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！ 

那
賀
町
の
印
象

は
？

那
賀
町
に
住
ん
で
の
第

一
印
象
は
と
に
か
く
広
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
広
さ

ゆ
え
に
、
木
頭
以
外
の
地

域
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
で
す
。
都
市
の
暮
ら
し
と
比

べ
れ
ば
不
便
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、「
不
便

さ
を
楽
し
む
こ
と
こ
そ
田
舎
暮
ら
し
の
醍

醐
味
」
と
木
頭
北
川
で
聞
い
た
こ
と
も
あ

り
、
日
々
楽
し
ん
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

現
在
の
活
動
に
つ
い
て

現
在
の
活
動
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ

り
ま
す
。
僕
は
農
林
資
源
振
興
担
当
な
の

で
、
特
産
の
ゆ
ず
を
使
っ
た
体
験
ツ
ア
ー

や
そ
の
ツ
ア
ー
の
拠
点
と
な
る
飲
食
施
設

設
置
の
準
備
や
木
頭
ゆ
ず
Ｐ
Ｒ
の
た
め
徳

島
市
内
で
の
物
販
等
を
し
て
い
ま
す
。
林

業
に
関
し
て
は
全
く
素
人
で
あ
る
た
め
、

関
連
し
た
会
議
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

つ
つ
測
量
や
踏
査
の
現
場

で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。 

二
つ
目
は
地
域
文
化
伝

承
支
援
で
す
。
木
頭
に
は

大
き
く
分
け
て
太
布
織
と

炭
焼
き
と
い
う
二
つ
の
伝

統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
い

ま
の
と
こ
ろ
木
頭
北
川
の

「
お
ら
ら
の
炭
小
屋
」
会

員
と
な
っ
て
炭
焼
き
、
炭

窯
の
新
設
作
業
や
記
録
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。三

つ
目
は
地
域
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
・
情
報
発
信
で
す
。
現
在
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
「
木
頭
杉
一
本
乗
り
大

会
」
で
す
。
大
会
は
七
月
末
で
す
が
、
日

曜
日
は
毎
週
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
頭
な
ら
で
は
の
た
く
さ
ん
の
山
の
食
材

も
食
べ
ら
れ
ま
す
の
で
町
内
の
皆
さ
ん
も

奮
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

那
賀
町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
迎
え
、
３
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
隊
員
た
ち
の
紹
介
を

兼
ね
て
、
活
動
報
告
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
木
頭
地
区
担
当
の
２
名
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　
　
　
　
　

～
隊
員
の
素
顔
と
活
動
紹
介
～

辻
つ じ い

井　稔
と し き

喜 隊員

細
ほそかい

貝　　旬
しゅん

 隊員
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町内の小中学生を対象とした弁論大会
（平成25年2月24日開催）での優秀
作品をご紹介します。
（学校名及び学年は大会当時です。）

子どもたちが那賀町の未来を考える
第３回「那賀町を愛する心」
弁論大会　優秀作品紹介

ま
ぶ
し
い
新
緑
。
澄
ん
だ
空
気
。
生
き
物
が
た
く

ま
し
く
活
動
し
、
紅
葉
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
那
賀
町
。

そ
し
て
、
温
か
い
心
の
ふ
れ
合
い
が
い
っ
ぱ
い
の
こ

の
那
賀
町
が
私
は
大
す
き
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
住
む
人
に
優
し
く
、
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
那
賀
町
も
大
き
な
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
過
そ
化
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
過
そ
化
が
進
む
の
で
し
ょ
う
。
私
が
考
え
た
一
番

の
理
由
は
、
若
い
人
と
お
年
寄
り
の
働
き
場
所
が
少

な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
解
決
さ
く
と
し
て
、
私
は
、

今
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
道
の
駅
の
建
設
を
提
案
し

ま
す
。
私
は
、
家
族
で
出
か
け
た
と
き
に
、
い
ろ
ん

な
道
の
駅
に
よ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
地
域
の
特
産

を
生
か
し
た
料
理
や
お
土
産
が
販
売
さ
れ
、
地
域
の

人
や
他
の
地
域
の
人
が
大
勢
集
ま
り
、
す
ご
く
活
気

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
那
賀
町
に
は
三
カ
所
の
道
の
駅
が
あ
り
ま

す
が
、
も
み
じ
川
温
泉
か
ら
西
側
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

那
賀
川
の
上
流
地
域
に
は
、
柚
子
や
杉
が
多
く
栽
培

さ
れ
、
ま
た
太
布
織
り
や
、
拝
宮
和
紙
な
ど
の
伝
統

工
芸
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
加

工
し
た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
場
所
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
休
校
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
や

そ
の
あ
と
地
、
は
い
屋
な
ど
を
利
用
し
、
柚
子
や
ア

メ
ゴ
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の
肉
な
ど
の
食
材
を
使
っ

た
食
堂
や
、
木
工
品
、
織
物
な
ど
の
特
産
品
の
製
造
、

販
売
を
行
う
の
で
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
、
柚
子
酢
を

使
っ
た
「
か
き
ま
ぜ
」
や
、
害
獣
と
な
っ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
肉
な
ど
を
使
っ
た
料
理
教
室
、
相

生
番
茶
の
手
も
み
体
験
会
な
ど
を
開
け
ば
、
地
域
の

人
ど
う
し
、
那
賀
町
を
訪
れ
た
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

が
ふ
か
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
施
設
の
活
用
は
、
昼
間
だ
け
で
な

く
、
学
校
の
あ
と
地
な
ど
は
、
そ
の
広
さ
を
生
か
し
、

夜
間
は
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
や
、
天
文
台
を

設
置
し
て
天
体
観
測
会
な
ど
を
も
よ
お
し
ま
す
。
那

賀
町
に
は
温
泉
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
、

柚
子
風
呂
や
番
茶
風
呂
な
ど
の
お
湯
に
毎
日
つ
か
る

こ
と
の
で
き
る
設
備
を
造
り
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
環
境
を
整
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
本
当
に
、
そ
ん
な
昼
も
夜
も
利
用
で
き
、
活
気

あ
ふ
れ
る
施
設
が
実
現
し
た
ら
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
町
内
の
道
沿
い
に
は
空
き
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
も
特
産
品
の
販
売
所
に
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

私
た
ち
が
学
級
園
で
栽
培
し
て
い
る
野
菜
や
米
、
花

な
ど
も
販
売
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売
所
や
道

の
駅
、
名
所
な
ど
を
め
ぐ
る
こ
と
の
で
き
る
地
図
も

用
意
し
ま
す
。
こ
の
那
賀
町
に
来
た
人
、
那
賀
町
の

道
を
通
る
人
た
ち
が
、
那
賀
町
の
自
然
か
ら
生
ま
れ

た
特
産
品
と
出
会
い
、
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
ば
、
地
域

の
産
業
が
盛
ん
に
な
り
、
那
賀
町
内
で
働
く
こ
と
の

で
き
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お

年
寄
り
も
、
こ
れ
ま
で
身
に
つ
け
て
き
た
知
恵
や
技

能
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
若
い
人
は
、
自
分
の
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
ず
っ
と
働
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
那
賀
町
で

暮
ら
す
人
た
ち
み
ん
な
が
温
か
い
心
で
結
ば
れ
、
生

き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
他
の
町
か
ら
訪
れ
た
人
が
、

こ
の
那
賀
町
の
よ
さ
に
気
づ
き
、「
こ
の
町
に
何
度

も
来
た
い
。」、「
ぜ
ひ
こ
の
町
に
暮
ら
し
て
み
た
い
。」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町
に
し
た
い
で
す
。

私
の
大
好
き
な
那
賀
町
。
こ
れ
か
ら
も
那
賀
町
を

大
切
に
し
、那
賀
町
の
人
、も
の
、自
然
が
生
か
さ
れ
、

地
域
全
体
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

大
好
き
那
賀
町
。
人
、も
の
、

自
然
、
地
域
全
体
が
き
ら
き

ら
輝
く
町
に

桜
谷
小
学
校
　
五
年
　
森  

愛
彩
美
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僕
は
、
昨
年
の
夏
休
み
に
社
会
の
課
題
と
し
て
那
賀
町
に

つ
い
て
那
賀
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
那
賀

町
の
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

那
賀
町
が
五
つ
の
町
や
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
こ
と
、

合
併
以
前
か
ら
人
口
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
お
年
寄

り
の
人
口
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
ま

し
た
。

ま
た
、
学
校
や
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
状
況
、
那
賀
町
の
組

織
や
し
く
み
、
そ
し
て
、
町
が
行
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

那
賀
町
の
現
状
を
知
り
ま
し
た
の
で
、
那
賀
町
に
僕
た
ち

が
将
来
も
住
み
た
い
町
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
そ
し
て
那
賀
町
の
未
来
を
明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、

僕
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
僕
た
ち
の
身
近
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
校
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
は
鷲
敷
、
相
生
、
桜
谷
、

平
谷
、
木
沢
、
木
頭
、
北
川
の
七
校
あ
り
、
中
学
校
は
鷲
敷
、

相
生
、
上
那
賀
、
木
頭
の
四
校
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校
は

鷲
敷
に
那
賀
高
校
が
あ
り
ま
す
。

小
中
学
校
は
、
合
併
前
の
町
村
時
代
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ

た
も
の
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
小
中
学
校
と
も
に
生

徒
数
は
減
り
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
団
体
で

行
う
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
徒
数
の
少
な
く
な
っ
た
学
校
を
一
緒
に
し
た

ら
、
生
徒
数
も
多
く
な
り
、
友
達
も
増
え
る
し
、
部
活
動
も

一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
団
体

で
行
う
部
活
動
も
、
よ
り
強
い
チ
ー
ム
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
を
一
緒
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に

よ
っ
て
は
学
校
が
無
く
な
り
、
そ
の
地
域
の
生
徒
は
そ
れ
ま

で
よ
り
遠
い
距
離
を
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

学
校
が
無
く
な
れ
ば
地
域
が
寂
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
将
来
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
真

剣
に
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
那
賀
町
に
あ
る
た
だ
一
つ
の
高
校
で
あ
る
那
賀
高

校
も
進
学
す
る
生
徒
が
少
な
く
な
れ
ば
、
無
く
な
る
こ
と
も

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
那
賀
町
を
始
め
、
徳
島
県

内
か
ら
沢
山
の
生
徒
が
進
学
を
希
望
す
る
学
校
に
す
る
た
め

に
は
、
那
賀
高
校
を
も
っ
と
有
名
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
番
や
っ
て
ほ
し
い
の
は
、
野
球
部
が
強
く
な
っ
て
甲
子
園

に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

い
ま
、
力
を
入
れ
て
い
る
バ
レ
ー
部
に
続
い
て
野
球
部
を
強

く
す
る
方
法
を
考
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

那
賀
町
に
は
若
者
が
少
な
く
、
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま

す
。
那
賀
町
に
若
者
を
増
や
す
に
は
、
仕
事
と
住
宅
を
用
意

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
那
賀
町
で
は
、
大
き
な
製
薬
会

社
関
係
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
鷲
敷
の
裏
山
に
は
広
い
工
業

団
地
が
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
企
業
が
購
入
し
て
、
さ
ら
に
工

場
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
人
で
も
多

く
の
那
賀
町
の
若
者
が
そ
こ
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
、
ふ
る
さ
と
学
習
で
も
勉
強
し
ま
し
た

が
、
那
賀
町
で
は
、
沢
山
の
山
林
が
あ
り
、
こ
の
山
林
資
源

を
有
効
に
利
用
す
る
林
業
を
活
発
に
す
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
技
術
の
研
究
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

木
材
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
る
材
料
や
、
燃
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
技
術
を
成
功
さ
せ
、
新
し
い
産
業
を

発
展
さ
せ
、
若
者
が
仕
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

仕
事
が
あ
っ
て
も
、
若
者
が
那
賀
町
に
住
む
た
め
に
は
家

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
若
者
が
那
賀
町
に
住
み
や
す
い
よ

う
に
町
が
住
宅
を
沢
山
造
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
住
宅
は
町
内
で
生
産
さ
れ
る
木
材
を
使
え

ば
、
林
業
も
盛
ん
に
な
る
の
で
一
石
二
鳥
で
す
。

那
賀
町
に
は
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
る
自
然
が
あ

り
ま
す
。
那
賀
町
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
外
に
向
け
た

宣
伝
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
が
成
功
す
れ
ば
、
那
賀
町
の
未
来
は
と
て
も

明
る
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
僕
た
ち
が
那
賀
町
の
未
来
を
明
る
く
す
る
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

将
来
、
那
賀
町
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
那
賀
町
内
に
大
き
な
企
業
が
あ
る
の
だ
か
ら
将

来
は
そ
こ
で
働
け
る
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
中

学
校
、
高
校
、
大
学
な
ど
で
一
生
懸
命
勉
強
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

ま
た
、
将
来
高
校
や
大
学
に
進
学
し
て
も
、
那
賀
町
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
那
賀
町
の
良
さ
を
も
っ
と
知
っ

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
那
賀
町
の
未
来
を
明
る
く
す
る

た
め
に
は
、
大
人
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
僕
た
ち
も

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
自
分
の
で
き
る
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
上
で
僕
の
弁
論

を
終
わ
り
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

那
賀
町
の
未
来
を

明
る
く
す
る
た
め
に

鷲
敷
中
学
校
　
二
年
　
峯
田
　
竜
次
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まちの安心を、
守ります。
那賀警察署

℡ 62-0110

５月の事件事故発生状況
　　刑法犯　　　2件
　　人身事故　　4件
　　物損事故　 22件那賀警察署だより

　昨年、県内で３２人が交通事故で亡くなられました。今年
は、４月末現在で、交通事故で既に１９人が亡くなられてお
り、特に高齢者のが亡くなる交通事故が増加しています。
① 県民一人一人が、交通ルールの遵守を基本とした交通マ
ナーの向上に努めましょう。
② 相手の立場を尊重する思いやりとゆずり合いの心を醸成
し、実践することにより交通安全思想の普及と交通事故の防
止を図りましょう。

○防ごう少年非行！県民総ぐるみ運動 ○交通マナーアップ推進月間県民運動動

徳島県警察職員募集

送りつけ商法被害の増加

県警察では、この期間中、特に次の活動を推進します。
① 非行少年を生まない社会作りを推進します。
② 再非行防止に向けた少年の立ち直りを支援します。
③ 街頭活動を強化します。
④ 薬物乱用防止等の広報・啓発活動を実施します。
⑤ 少年の保護者に対する支援を行います。
⑥ 少年相談活動を推進します。
⑦ 被害少年を支援します。

　那賀町内で、健康食品会社などから注文していない商品を一方的に送りつけられ、代金の支
払いをしてしまうといった送りつけ商法の被害が発生しました。徳島県内においても、警察へ
の送りつけ商法に関する被害の相談が昨年に比べ３倍に増加しています。
注文した覚えのない商品が送りつけられてきた場合には、受取り拒否を確実に行い、受け取ら
ないようご注意ください。

　厚生労働省では、本年７月31日現在で、常用労働者を１～４人雇用している事業所
を対象に、賃金、労働時間及び雇用の実態を明らかにすることを目的とした毎月勤労
統計調査特別調査を実施します。
　調査対象の事業所には、８月から９月にかけて統計調査員が訪問し、調査票を作成
いたします。調査票の内容は、「統計法」により厳しく秘密が守られ、統計以外の目
的に用いることも固く禁じられていますので、調査にご回答くださるようお願いいた
します。

毎月勤労統計調査特別調査についてのお願い     ～ 厚生労働省・徳島県 ～

平成25年度　７月・８月

　徳島県警では、平成２５年度の警察職員の募集を行います。
多数の応募をお待ちしております。

試験名 受験資格 受付期間 第 1 次試験日
短 期 大 学
卒 業 程 度 平成元年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた者。

8月8日（木）

〜

8月26日（月）
9月29日（日）高 等 学 校

卒 業 程 度
平成4年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた者。ただし四年
制大学を卒業した者又は平成26年3月31日に卒業する見込みの者
を除く。

警 察 官 B
（ 男 性 ） 昭和58年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた者。ただし四

年制大学等を卒業した者又は平成26年3月31日までに卒業する見
込みの者を除く

8月8日（木）

〜

8月29日（木）
10月20日

（日）警 察 官 B
（ 女 性 ）

お問い合わせ先　徳島県統計戦略課（電話 088 － 621 － 2734） イメージキャラクター
とくちゃん
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那賀川 防災情報コーナー那賀川 防災情報コーナー Vol.31Vol.31

「森と湖に親しむ旬間」と「ダム見学会」 「那賀川の日イベント」「森と湖に親しむ旬間」と「ダム見学会」 「那賀川の日イベント」

本コーナーに関するご意見は、下記までメール又はお葉書でお願いします。　
長安口ダム管理所　〒７７１－５５０５　那賀町長安向イ２２－１　　E-maｉl　nakaga70@skr.mlit.go.jp

　「ゆきかう那賀川推進会議」は、那賀川の日（8月6日）
に那賀川の上流から下流までの流域の子供たち（小学
校高学年）を対象に那賀川上流域にて交流イベントを開
催します。

日　時 ： 平成25年8月6日（火）7:30-17:20予定
ルート ： 阿南市をバスで出発し、那賀町へ
　　　　　（応募多数の場合は抽選となります。）
内　容 ： 水生生物調査、水質調査、ダム見学、
　　　　　 工場見学　などを予定
費　用 ： 無料

８月から『特別警報』の発表を開始します

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警戒を呼

びかけていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まっていることをお

知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。

　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外の状況や、

避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。

また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早め早めの

行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

■特別警報の対象とする現象■ 特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。

　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/

index.html

お問い合わせ先

気象庁徳島地方気象台防災業務課　

☎ ０８８- ６２６－０６７６

・「東日本大震災」
・「伊勢湾台風」の高潮
　（我が国の観測史上最高の潮位を記録）
・「平成 23 年台風第 12 号」の豪雨
　（紀伊半島に甚大な被害をもたらした）
　　　　　　　　　　　　　等が該当します

気象庁からのお知らせです
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相生森林美術館だより

「tide 潮」1970年作品について講演を行う
吹田文明氏（6月23日）

とんでいきたいなぁ」
2010年　BL出版

休館日のお知らせ 展示替えのため、7月17日（水）～19日（金）を臨時休館日とさせていただきます。
※美術館利用、講座のお申込については ･･･　相生森林美術館（62−1117）まで

講座のお知らせ ■童謡を歌う会講座
　7月7日（日）午前10時～12時

■こども合唱講座
　7月7日（日）午後1時～2時

地域再生塾丹生谷応援団

農産物に手作り加工品など　
那賀町のものがいっぱいあつまる！

毎月第 4 日曜日　道の駅「鷲の里」にて
（太龍寺ロープウェイ）

7月は
7月28日
開催！

地域再生塾で
生まれたキャラクター

「ゆずばあちゃん」

那賀町の魅力、発見してみませんか？

地域再生塾
「地域再生塾丹生谷応援団」では , 徳島大学と連携し、月 2 回
（第１・３金曜 18:30 から生活改善センターにて）塾生が集まっ

て定例会を開催し、まちの活性化を図るため、那賀町の地域
資源の掘り起こしについて話し合っています。

地域再生塾も結成して今年で７年目となり、町について語り
合える新しい仲間を募集しています。
年齢、性別問いません。町の将来ために何か考えてみたいと
いう方は、お気軽にお問い合わせください。

毎月開催！
　 なかなか市

お問い合わせ先

企画情報課 ☎ ６２－１１８４

塾生募集中です！

　美術館では 24 年度の新収蔵作品展として、阿南市出身の版
画家・吹田文明氏の木版画作品を紹介しています。制作初期の
1950 年代の貴重な作品をはじめ、60 年代から近年まで、吹田
氏の画業が一望できる作品群となっています。この機会に吹田
文明の木版画の世界をどうぞご覧下さい。

パリ在住の絵本作家・市川里美氏による絵
本原画、パリの風景や人々の姿を描いたス
ケッチなどの作品を展示紹介します。どう
ぞお楽しみに。

7月15日（月・祝）まで
休館日：毎週月曜日（祝日の場合翌日）
入館料：一般 300円

新収蔵作品展
　－吹田文明の木版画－

開催中

次回展覧会のご案内
◆ 市川里美　講演会 ◆　
8 月 10 日（土）午後 1 時～ 2 時

◇ 親子で楽しむ おはなし会  ◇

絵本展会期中の毎週土曜日
午後 2 時～ 2 時 30 分
※無料

協力：おはなしボランティア
　　　「お話し玉手箱」   

夏休み絵本原画展

市川里美展
7月20日（土）～9月1日（日）
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お問い合わせ先

木頭図書館だより

【休館日】日曜・祝日　　　　　　　　　　
【開館時間】9:30 ～ 18:00　
※ 1 人 10 冊まで。貸出期間 2 週間です。

【開館日】土曜日、日曜日のみ
【開館時間】9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　※木頭図書館の本も貸出できます。

★子ども向け
・みそのひみつ　　　　　　　　　　　　　大岩ピュン
・かわうそ３きょうだい　そらをゆく　　　あべ　弘士
・１００１のどうぶつをさがせ！　　　テリ・ガウアー
・海のなかまたちの童話　　　　　　やすなか　えいこ
・回転寿司のひみつ　　　　　　　　　たまだ　まさお
・田んぼの一年　　　　　　　　　　　　　向田　智也

★一般向け
・ビッグダディの流儀　　　　　　　　　　林下　清志
・また次の春へ　　　　　　　　　　　　　重松　　清
・ラストボール　　　　　　　　　　　　　川中　大樹
・あのひとは蜘蛛を潰せない　　　　　　　彩瀬　まる
・今夜、流れ星を見るために　　　　星空さんぽ編集部
・ケンミンまるごと大調査　　　　　　木原誠太郎／他
・日本人の美伝子　　　　　　　　　　　　藤島　博文

（※この他にも新着本届いています。）

■ 木頭図書館 ■ 鷲敷図書室 IP050-8808-5555電話 68-2226　IP050-8800-6011
FAX0884-68-2566

新着本を紹介します

那賀川の材木流し おはなしコンサート

かつて日本の川は材木を運ぶ道でした。昭和時代の前半
まで、那賀川も材木流しが隆盛を極めました。木頭図書
館・徳島県立図書館の資料や一般町民から寄せられた写
真を、また第 26 回木頭杉一本乗り大会後はその記録も
加えて、閲覧室前の壁に展示します。７月から９月まで。

日　時：８月５日（月）　午前１０時～ 11 時
場　所：木頭文化会館１階講義室
木頭図書館の真夏の名物行事。パネルシアター、紙芝居、大型
絵本、エプロンシアター、手遊びなど盛りだくさん。お子さん
方だけでなく、大人も楽しめます。

なか文芸（第９集）作品募集について

那賀町文化協会では、本年度も「なか文芸」を発行します。
各部門の募集要項は次のとおりです。町民皆様の多数の応募をお願いします。

　「俳句」「川柳」及び「短歌」は必ず２点を

投稿して下さい。１句、１首の場合は掲載で

きません。「小説」につきましては、題材、時

代背景共に自由と致します。

　また、童話のような児童向け小説も歓迎致

します。但し、２８００字を大幅に超える作

品につきましては、２回以上に分けて掲載す

ることとなります。

○　１人で、俳句・川柳・短歌・詩・随筆・小説の全部門に応募することができます。
○　必ず所定の応募用紙にて提出してください
　　応募用紙は、那賀町教育委員会・各支所に置いてあります。
○　作品は楷書で書いて下さい。また、特殊な漢字については読み仮名を付して下さい。
○　作品の提出は、那賀町教育委員会（各支所も可）までお願いします。
○　応募の締め切りは、平成２５年９月末日（郵便の場合必着）です。

那賀町文化協会事務局（那賀町教育委員会文化振興室　相生森林美術館内）

☎ ０８８４－６２－１１１７　　ＦＡＸ ０８８４－６２－１８９６

俳　句　　　　　　　　　１人２句
川　柳　　　　　　　　　１人２句
短　歌　　　　　　　　　１人２首
詩（４００字詰め原稿用紙２枚以内）　
　　　　　　　　　　　　１人１点
随　筆（１６００字以内）１人１点
小　説（２８００字以内）１人１点

◆◆　一般の部の投稿　◆◆
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再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
募
集
訓
練
課

：

訓
練
期
間
】

溶
接
加
工
科

：

９
月
２
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
金
）　

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い

る
方
等
。（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
有
料
）

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
（
月
）
～
８
月
５
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構　

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８

－

６
５
４

－

５
１
０
２
（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日

９
時
～
17
時
）

 

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

 

職
業
訓
練
生
の
募
集
を
し
ま
す 

　

こ
ん
な
悩
み
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 　

父
が
認
知
症
の
た
め
、
銀
行
か
ら
も
成
年
後
見
人
が
い
な

い
と
預
金
の
引
き
出
し
に
応
じ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
高

齢
の
母
が
何
度
も
高
額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
。

遺
言
や
相
続
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
事
前
に
準

備
し
て
お
く
方
法
は
な
い
か
。
等
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 【
開
催
日
】
７
月
26
日
（
金
）

【
開
催
時
間
】
午
前
10
時
か
ら

【
開
催
場
所
】
那
賀
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
Ｆ
小
会
議
室

【
主
　
催
】
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部　
　
　
　

【
お
問
い
合
せ
先
】　　
　
　
　

☎
０
８
８

－

６
２
６

－

２
０
８
３

　

解
雇
・
賃
金
未
払
い
・
配
転
等
、
労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

【
開
催
日
】
７
月
28
日
（
日
）

【
開
催
時
間
】
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半

（
受
付
は
午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時
ま
で
）

【
開
催
場
所
】
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階

【
費
　
用
】
無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】
徳
島
県
労
働
委
員
会　
（
県
庁
11
階
）

☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
２
３
４
（
土
日
祝
を
除
く
）　

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
方

は
、
７
月
10
日
（
水
）
が
申
告
・
納
付
期
限
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
、
申
告
・
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
徳
島
労
働
局　

労
働
保
険
微
収
室

☎
０
８
８

－

６
５
２

－

９
１
４
３
（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日

９
時
〜
17
時
）

【
開
催
日
】
８
月
２
日
（
金
）

【
開
催
時
間
】
徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校

【
対
象
者
・
定
員
】

　

①
入
学
希
望
者
（
各
学
科
）・
約
80
名

　

②
保
護
者
等
一
般
参
加
者
・
約
80
名

【
申
込
方
法
】

　

①
６
月
19
日
～
７
月
10
日
午
後
５
時
ま
で
に
県
立
総
合
看

護
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
電
子
申
請

　

②
６
月
19
日
～
７
月
25
日
午
後
５
時
ま
で
に
県
立
総
合
看

護
学
校
へ
電
話
申
込

【
お
問
い
合
せ
先
】
徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校　

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
係
☎
０
８
８

－

６
３
３

－

６
６
１
１
（
土
日
祝

を
除
く
、
平
日
９
時
〜
17
時
）

　

くらしに役立つ情報などを紹介します

くらしの
情報ポケット

 「
成
年
後
見
制
度
・
遺
言
・
相
続
」

 

無
料
相
談
会
開
催
し
ま
す 

 

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

 

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ 

 

明
日
へ
の
第
一
歩
！

 

県
立
総
合
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

 
～
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
　
ま
ず
相
談
～

 
駅
前
労
働
相
談
会
開
催
し
ま
す 
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【
募
集
訓
練
課
（
訓
練
内
容
）】

事
務
科(
簿
記
会
計
の
基
礎
・
日
商
簿
記
試
験
対
策
、
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
）

【
募
集
定
員
】
15
名

【
訓
練
期
間
】
８
月
26
日
（
月
）
～
11
月
25
日
（
月
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
校
日
）

【
申
込
期
間
】
７
月
５
日
（
金
）
～
８
月
６
日
（
火
）

【
受
講
料
】
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
約
１
１
，
５
０
０
円
は
自
己

負
担

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
☎
０
８
８
４

－

２
６

－

０
２
５
０
（
土
日
祝
を
除

く
、
平
日
９
時
～
17
時
）

　

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
１
年
あ
た
り
40
円
以
上

に
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
事
業
主
の
方
々
に
対
し
て
、
労
働

能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機
器
の
導
入
等
の
実
施
に
係

る
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
お
問
い
合
せ
先
】
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
８

－
６
５
２

－

９
１
６
５　

又
は
徳
島
県
最
低
賃
金

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

－

９
６
７

－

９
５
１

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
法
律
や
福
祉
に
つ
い
て
困
っ
て
い

る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
『
と
く
し

ま
絆
ネ
ッ
ト
』
で
は
、
法
律
や
福
祉
等
に
つ
い
て
ご
質
問
・

ご
相
談
お
受
け
し
ま
す
。（
本
人
・
家
族
・
支
援
者
な
ど
、
ど

な
た
で
も
）

 【
開
催
日
】
８
月
10
日
（
土
）

【
開
催
時
間
】
午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

【
開
催
場
所
】ふ
れ
あ
い
健
康
館（
徳
島
市
生
涯
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
主
　
催
】
と
く
し
ま
高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
と
く
し
ま
絆
ネ
ッ
ト
）　　
　
　
　

【
お
問
い
合
せ
先
】
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
０
８
８

－

６
１
１

－

１
１
５
５

★
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

 

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

 

業
務
改
善
助
成
金
の
お
知
ら
せ

樹種 長さ 径　級 平 均 単 価

杉

3m
〜11 150円／本

12〜13 6,000円／㎥
14〜16 8,000円／㎥
18〜22 9,000円／㎥

4m
〜8 230円／本

9〜13 6,000円／㎥
14〜16 8,000円／㎥
18〜32 13,000円／㎥

桧

3m
〜11 140円／本

12〜13 5,000円／㎥
14〜16 16,000円／㎥
18〜22 16,000円／㎥

4m
〜8 210円／本

9〜13 7,000円／㎥
14〜16 15,000円／㎥
18〜22 13,000円／㎥

第532回市
《相生共販所》

H25.5.29開催

●売上数量
397㎥

（108,083 才）

木材
市況

 

県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
職
業

 

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

 

と
く
し
ま
絆
ネ
ッ
ト
高
齢
者
・
障
害

 

者
な
ん
で
も
無
料
相
談
会
開
催

那賀町が実施している事業について、今回の入札では以下の請負業者に決
まりました。詳細については役場相生庁舎にて閲覧することができます。

【問い合わせ先】建設課・検査室　℡ 62―1167
契約日 工　　事　　名 工事場所 請負金額（円） 請負業者名

H25. 5.31 平成25年度 町単独小浜第2団地屋根葺き替え工事 小浜 1,228,500 森原建設

H25. 6.3 平成24年度 社会資本整備総合交付金事業町道鉢久保線改良工事 木頭 147,000,000 （株）新居組

H25. 6.3 平成24年度（補正）森林基盤整備事業　林道開設工事（中山南川線中山工区） 中山 27,678,000 八田建設（株）

H25. 6.3 平成25年度 町単独水崎地区消防水利道整備工事 水崎 819,000 （有）多田組

H25. 6.3 平成25年度 町単独小浜東体育館横消防水利道整備工事 小浜 913,500 （株）谷下組

H25. 6.3 平成25年度 森林整備加速化・林業飛躍事業(森林作業道開設)野久保谷線2工区 木頭折宇 2,814,000 木頭森林組合

H25. 6.5 平成25年度 町単独水崎残土処理場整備工事 水崎 9,240,000 （有）多田組

町内業者請負状況
（建設工事）
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※7月は6日と27日に実施

※7月4日分は翌日5日に変更
毎週木曜日

毎週木曜日

※生徒達が７月２０日の鷲敷夏祭りを皮切りに、町内の夏祭り・イベントでダンスを披露します。ぜひご覧ください♪

☆ 各教室に参加をご希望の方は、２日前までに電話か FAX にてお申し込みください。
☆対象は指定がない限り全年齢対象です。ただし、５歳未満のお子様は保護者同伴でご参加ください。

日時：8月25日（日）午前10時～11時　　参加費：家族で1,000円
場所：鷲敷B&G海洋センター体育館　　 準備物：動きやすい服装、タオル、飲み物

【年度会費】 1,200 円＋保険料（保険
料：中学生以下 800 円、　高校生以
上 1,850 円、65 歳以上 1,000 円）

【申込み・問い合わせ】　那賀よしクラブ事務局（那賀町鷲敷Ｂ＆Ｇ体育館内）
　　　　　　　　　　 　  TEL　0884-62-1300　　　FAX　0884-62-1573 スポーツ振興くじ助成事業

全教室、初回無料体験実施中！
  “親子ヨガ”  開催します！

那賀よしクラブ那賀町総合型
地域スポーツクラブ

H25年度
会　員
募集中!!

　４月２９日、板野・名東郡近
県交流大会が開催され相生 JVC
チームが頂点にたちました。バ
レー部員 9 名全員で勝ち取っ
た優勝です。
　沢山の応援、ありがとうご
ざいました。 

●  試合結果  ●
１回戦　相生 JVC　2-1　鮎原
２回戦　相生 JVC　2-0　生比奈
準決勝　相生 JVC　2-0　郡家
決　勝　相生 JVC　2-0　宝田

・平成24年11月3日　阿南市秋季ジュニアバレーボール大会　優勝
・平成25年4月28日　阿南市春季ジュニアバレーボール大会　３位

相生JVC、板野・名東郡近県交流大会で優勝！

7 月・8 月のスポーツ教室

夏休み
特別企画

これまでの表彰成績

上那賀ソフトバレーボール大会
　６月６日、上那賀東体育館においてソフトバレーボール大

会が行われました。

　２部制で行われた本大会、さわやかな汗と笑顔が光りまし

た。　結果は次のとおりです。

高年齢の部 低年齢の部
優　勝 ピースＢ 平谷Ａ
準優勝 ピースＡ 海川Ａ
３　位 海川Ｃ 平谷Ｄ
４　位 平谷Ｅ 平谷Ｃ
５　位 海川Ｂ 平谷Ｂ

【場所】
鷲敷 B&G 海洋センター体育館
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Exciting Summer in WAJIKI'13 Exciting Summer in WAJIKI'13 
　今年もエキサイティングサマーインワジキ（８月１３日開催）を観覧希望の地元中高生に、優先的に前方ブロック
の入場券を配布します。入場券を希望する方は、次の方法でブロック指定券の引換券をお渡ししますので、配布期
間内にお住まいの地区の役場窓口までお越し下さい。

　今年もエキサイティングサマーインワジキ（８月１３日開催）を観覧希望の地元中高生に、優先的に前方ブロック
の入場券を配布します。入場券を希望する方は、次の方法でブロック指定券の引換券をお渡ししますので、配布期
間内にお住まいの地区の役場窓口までお越し下さい。

◎対 象 者　　那賀町内に在住する（住民票を置く）、平成７年４月２日から平成１３年４月１日生まれの方及び
　　　　　　　那賀高生

◎配布期間　　平成２５年８月５日（月）～８月９日（金）　８：３０～１７：１５
◎配布場所　　那賀町役場本庁舎及び各支所窓口

◎注意事項・配布は１人１枚です。（１枚につき、１人が入場できます。）
　・対象者のご家族（住民票で同世帯）に限り、代理受領できます。
　・町外の中学校・高校に通っている方も町内に住民票があれば対象とします。
　・配布されたブロック指定券引換券の販売・譲渡は固く禁じます。
　・配布されるのは、A・BR・CRのブロックです。先着順に前方ブロックから配布します。
　・当日は、引き換えた順に並んでいただき、一般入場者と同様に入場していただく予定です。
　・那賀高校生は、町外に住所があっても対象とします。希望する方は、学生証を持参の上、本庁舎（鷲敷）窓口
　　までお越し下さい。
　・会場には、徒歩・自転車・送迎・路線バス等でお越し下さい。なお、送迎車両の駐車スペースはありません。

◎対 象 者　　那賀町内に在住する（住民票を置く）、平成７年４月２日から平成１３年４月１日生まれの方及び
　　　　　　　那賀高生

◎配布期間　　平成２５年８月５日（月）～８月９日（金）　８：３０～１７：１５
◎配布場所　　那賀町役場本庁舎及び各支所窓口

◎注意事項・配布は１人１枚です。（１枚につき、１人が入場できます。）
　・対象者のご家族（住民票で同世帯）に限り、代理受領できます。
　・町外の中学校・高校に通っている方も町内に住民票があれば対象とします。
　・配布されたブロック指定券引換券の販売・譲渡は固く禁じます。
　・配布されるのは、A・BR・CRのブロックです。先着順に前方ブロックから配布します。
　・当日は、引き換えた順に並んでいただき、一般入場者と同様に入場していただく予定です。
　・那賀高校生は、町外に住所があっても対象とします。希望する方は、学生証を持参の上、本庁舎（鷲敷）窓口
　　までお越し下さい。
　・会場には、徒歩・自転車・送迎・路線バス等でお越し下さい。なお、送迎車両の駐車スペースはありません。

Exciting Summer in WAJIKI'13 
前方ブロック指定券引換券　中高生等優先配布要綱

お問い合わせ先：エキサイティングサマーインワジキ実行委員会事務局（那賀町役場内）TEL ０８８４－６２－１１２１

優先配布、今年
もあるよ！！

優先配布、今年
もあるよ！！

豊饒の杜総合運動公園グラウンド　（和食郷字南川）
※会場周辺にて交通規制がありますので、ご注意ください。

いよいよ今年もやってきました、夏祭り！
『ゆかたコンテスト』や『キッズダンス』、那賀町民で新結成グループ『コ
ネルズ』の皆さんによる歌など、オープニングから目が離せません。『お

菓子投げ』や『阿波踊り』、『三宅奈緒子さん歌謡ショー』
など盛り沢山です。是非、ご来場ください。

三宅奈緒子さん

わじき夏まつり実行委員会　☎ ６２－ 2159
（那賀町商工会鷲敷事務所内）

わじき夏まつり

場所

小雨決行

お問い合わせ先

日時 ７月20日（土）１７：３０～　
（花火大会２０：３０～）　
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８月の大型ゴミの受付は７月末までです！
上那賀地区の大型ゴミ収集は８月ですが、受付は収集月の前月中までです。
※各地区の収集日はゴミ収集カレンダーでご確認ください。

上那賀地区のみなさんへ

ひまわりは人権の花です

開催日時 相談所 相談委員
7月24日（水）
9時30分〜12時 鷲 敷 健 康 セ ン タ ー 吉原桂子委員

7月24日（水）
9時30分〜12時 相生老人福祉センター 田中恒弘委員

7月19日（金）
10時〜12時 上那賀支所町民サロン 早山公昭委員

7月19日（金）
10時〜12時 木 頭 文 化 会 館 仁木　登委員

納 期

受付期日までに役場窓口でシール券をご購入ください。
・大型ゴミの品目によってシール券の金額は異なります
　（詳しくは窓口または環境課へおたずねください）。
・1 回の回収で 1 世帯につき 5 個まで大型ゴミが出せます。
・直接のお持ち込みについては那賀町清掃センター
　（℡ 67-0754　IP050-8800-2037）へご連絡ください。
　〔問い合わせ先〕　環境課　℡ 62―1192

今月の
◆国民健康保険税（第1期分）

◆固定資産税（第2期分）

【納　期】
平成25年7月31日（水）です

納期限内の納付をお願いします
【税務課】℡62-1182

税金はみんなの
くらしを支えます。

8 月の人権相談 相談は無料で秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。

◆相談日	 8 月 9 日（金）10:00 ～ 12:00
◆相談場所　	 平谷福祉センター
◆出席委員　	 岩川 善英委員 、 武内 勝美委員

7 月の行政相談開設日
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　阿井幼稚園・わじきこども園の園児が、サツマイモ苗の植え付け体験をしまし
た。昨年に引き続き、町内の農業後継者グループ『アグリステーション NAKA』
の皆さんが指導。１本１本苗を植える子どもたちの目は真剣そのもの。ふかふか
の土の布団に寝かせてもらった苗たちは、気持ちよさげに『頭は山側、おしりは
太龍寺の方向』に。秋の収穫が楽しみです。

　延野幼稚園の園児が、田植え体験をしました。田の所有者である山内さんから
植え方を教わり、足元のぬかるみにとまどいながらも一生懸命植えました。田植
機での田植え見学時には『かっこいいー』の歓声と拍手！当園では初の試みで、
9 月には稲刈り、10 月にはおにぎり教室を開催予定とのこと。子どもたちの笑
顔が浮かんできます。

　今年はペアでの参加受付でした。『二人でゴー
ル』に、達成感も倍増です！　

　那賀町商工会の皆さんによるお接待。冷えた体
も温まります。商工会の皆さま、ありがとうござ
いました。
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戸
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の
窓

原　瑠
りゅういちろう

一郎くん
和食（鷲敷）

䕃山　和
わ か な

香奈ちゃん
和食郷　（鷲敷）

原　瑠
る り な

璃奈ちゃん
和食（鷲敷）

谷澤　洸
こ う た

太くん
朝生（相生）

尾崎　莉
り こ

子ちゃん
小仁宇（鷲敷）

1 歳になるお子様の写真を募集しています。
ご提供いただいた写真は広報、CATV にて掲載、放送いたします。
ご質問、写真のご提供は下記までお願いします。

【お問い合わせ先】那賀町ケーブルテレビ　TEL 64-1123

1 歳になりました

　食・農・地域・自然 の関わりを大切に・・・
　《 子どもたちの農業体験  》

駆け抜けた春！
南つるぎトレイルラリー 2013


